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１．総括：事業の成果の評価と反省
①　競技施設の拡充をはかる事業については、
　　　　　英国発祥と言われているローンボウルズというスポーツは「シェークスピ
ア」の作品の中にも名前が出てくるほどに歴史の古いスポーツであり、
現代においては世界選手権大会やワールドカップ大会なども定期的に開催さ
れている国際的スポーツである。最近はアジア・パラ競技大会の正式種目に
も採用されていて、アジア各国にも広がりつつある。
にもかかわらず、日本国内での知名度が低く競技人口がたいへん少ないのは、
専用の競技場の存在するのが国内において東京、横浜と神戸および明石くら
いであり極めて限られているからである。
　ローンボウルズの普及を事業目標としている当法人としては、まずこの競
技施設の設置数を国内にもっと増やさなければ普及を進めることは出来ない
として、優先度のNo.1としてこれを掲げてきているが、遅々として進んでい
ないのが現状である。
そんな状況下で、数少ない既存施設だけでも消滅させないように大切に維
持していこうと努力してきたのが、コロナ禍で社会の様相ががらりと変わり
つつあるここ2年ほどの経緯である。
　主要施設の１つである神戸市しあわせの村のローンボウルズ場（10リンク）については、神戸市が2020年度にやっと約８千万円の予算を付けていただき、天然芝から人工芝への改修を2021年5月末に完工できた。
一方、主要施設のもう1つである明石市内の県立明石公園ローンボウルズ場（10年前に人工芝化、7リンク〉についても、人工芝の摩耗寿命時期になっているため人工芝の張替えが必要になっているが、兵庫県の財政事情が新型コロナ対策の影響等により切迫しているため、この改修工事にまで手を伸ばせないということで停滞している。
2022年度は兵庫県がこの窮状を打開するべく、県立公園への「民間によるパークマネジメントの導入」という新機軸を打ち出されたので、当法人もこれに協力していくことを活動の重要課題の1つとして取り組むことにする。
そのほかに、インドア・カーペットによる普及なども取り組みを進めて、それぞれに小規模ながら成果を挙げつつあるものがあるが、詳細は後のページで報告する。
2 　競技の周知をはかり、競技人口を増やすことについては、
新型コロナウイルス感染症という未曽有のパンデミックに世界中が見舞われて今年度末で丸２年を経過するが、日本国内では第６波までが過ぎて、しかし第７波が来ないという保証はされていないという状況にある。

そのため令和3 (2021) 年度も前年度に引き続き、当法人の公式の国内日本選手権大会は、実施計画は立てていたもののすべて中止を決定し、また国際大会もすべて延期あるいは中止が決定された。
2022年5月に延期して開催予定であった「ワールドマスターズゲームズ2021関西大会」も再々延期が決定され、現時点では４年後の2026年5月までに延期されることになっている（詳細は未確定）。
　そんな中で、国の威信をかけた東京オリンピック(7/2～8/8)およびパラリンピック(8/24～9/5)　は「バブル方式」という完全遮断の無観客方式という特別体制で開催され、これにはいろいろな批判もあったが成功裏に終了した。
特にパラ・スポーツについては日本選手の活躍もあって、人間には無限の可能性があることを広く認識させることに成功し、これを一過的なものにするのでなくもっと広く普及・発展させようという動きにつながった。
　障がい者ローンボウルズもその関連で、東京都障がい者スポーツ協会が新規に企画するパラ・スポーツ紹介ウエブサイト「パラスポーツ・ガイド」
　https://www.parasports-start.tokyo/sports/

にて紹介されることになった。当法人がそのコンテンツ作成に協力した。
3 　組織の強化・充実をはかることについては、
令和3 (2021) 年3月末が前期役員の任期であり、4月からは森会長、児島
理事長らの新役員による活動が開始された。当法人のように「中央競技団体
National Federation」ではあるものの、極めて小規模な法人にとっては組織の強化・充実はこれもおろそかに出来ない重要課題であるが、人材不足および資金不足でなかなか思うように行かない。
そんな中で、2020年度にスポーツ庁による「中央競技団体向けガバナンス
コード適合性審査制度」がスタートし当法人は、幸か不幸か、4年に1回は受
けなければならない「調査委員会による審査」を初年度に受ける団体の1つ
として選定され、なんとか「不適合なし」の結果を得ることが出来た。
しかし、3年後の次回審査までに改善を達成しておかねばならない課題はいくつか残されており、そのなかでも重要課題である「外部理事比率25％、女性理事比率40％の達成」については、今年度に改善計画を検討し来年度にはなんとか達成できる目途は立てられた。これから3年間は毎年、自己申告資料を公開するだけで過ごせることになっているが、役員の若返り化などは重要課題として今後取り組まねばならない。
　　　そのほか、今年度に新しく始めた事項として次の2つがある。
　　１つは、毎月1回のZOOMリモートによる理事連絡会の開催である。
　　これは、コロナのお陰で取り組みを始められたと言ってよいものであり、4ケ
月に1回の理事会だけでは理事間の意思疎通、連携が十分には図り難いこと
が、大きく改善されたと評価される。
もう1つは、将来のナショナル・チーム制度発足を視野に入れた「強化対象選手」制度とその訓練プランをキックオフさせたことである。
どの「中央競技団体」にも、いろいろ形態は違うかも知れないが、「ナショナ
ル・チーム制度（競技力向上・強化対象選手 制度）」というものがあるが、
当法人の場合は,これまで「エンジョイ・ボウラー（あるいは社交ボウラー）」
と「競技指向ボウラー」との区分が制度的にも、会員の意識としても、一部
の人を除き、明確にはされていなかった。
今後の当法人の発展のためには、取り組みを避けて通ることは出来ないもの
として今年度から着手できたのは、１つの前進であった。
２．特定非営利活動に係る事業の実施に関する事項の費用支出実績
	定款の事業名
	事業内容
	内容詳細
	支出項目
	支出金額（千円）

	ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞの普及振興

事業
	(1) 施設新設および

既存施設の併用事業
	
	合計費用
	0

	
	(2) ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの運用

(3) 広報活動
	ウェブサイト維持管理料
広報パンフレット印刷
	合計費用
	(43)
(24)
67

	
	(3) 日本選手権大会
など開催
	今年は開催中止

	合計費用
	 0 

	
	(4) 地方競技会開催
	地区協会にて負担
	合計費用
	0

	
	(6) 障がい者ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙの普及と競技力の向上
	障がい者選手の競技力向上事業実施費用
	合計費用
	2,278

	
	(7) 技術普及・向上講習の開催　(アンパイア資格認定講習・試験)
	講習会会場使用料

講師日当

講師交通費

資料コピー費

支払い手数料


	合計費用
	(6)
(31)

(54)

(2)

(2)

95

	
	(8) 用具購入の斡旋
	物品仕入れ費
	合計費用
	0

	
	(9) 組織の強化・

充実
	上部団体への加盟費用

地区協会への助成金等

事務局員ﾎﾞﾗﾝﾃｲｱ謝金

野口弁護士謝金

租税公課

事務通信費

会議費

支払い手数料

消耗品費


	合計費用
	(264)

(161)

(60)

(33)

(27)

(3)

(3)

(7)
(２)

 560 

	世界ボウルズ機構との連帯事業
	(10) 世界選手権など

国際大会への参加
	今年はなし
	合計費用
	0

	
	(11) ｼﾞｬﾊﾟﾝｵｰﾌﾟﾝ国際大会の開催
	今年はなし
	合計費用
	0

	
	(11) WMG2021LB大会の開催準備
	１年前イベント開催経費
	合計費用
	(35)
35 


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   合計　　3,035（千円）
＜別紙＞　実施事業内容の詳細

ローンボウルズの普及振興事業
（１）全国の公共団体等に施設新設および既存施設の利用条件向上を求める活動
１）京都先端科学大学（京都府亀岡市）校内のインドアカーペット・グリーン
＊　新型コロナウイルス感染対策で大学キャンパスが長期にクローズされ今年も全く利用できなかった。ここを借りて主要活動拠点としていたＬＣ京都クラブは代替拠点として京都市北部の小学校の体育館を借りてそこにインドアカーペットを持ち込み練習活動を継続していたが、ここも新型コロナ対策で閉鎖され、現在は更に新しい活動場所を探索することを続けている。

　　２）高知大学（高知県高知市）校内のインドアカーペット・グリーン
＊　高知大学人文社会科学部の川本真浩教授が大学内での授業および研究活動の
一環として、平成28年度以降から大学体育館内に導入されたインドアカーペ
ット・グリーン2リンク（順次に設置規模を拡大）が着実に成果を挙げてお

り、徐々にローンボウルズに関心を持つ若者が高知において増えている。

高知県も新型コロナウイルス感染対策はきびしく実施されているため、現在

は県外に出かけることがかなり制約されているが、今後の展開に期待は持てる。

　　３）関東地区にオーストラリアの投資資金によるグリーン新設の動き
＊　平成28年11月にオーストラリア・ブリスベーンに本拠があるGlobal Bowls 
Solution社（代表責任者Danny Keating氏　67歳）からコンタクトがあり、
関東地区に屋根付き人工芝ローンボウルズグリーン1面（8リンク）を新設し
て、日本でのローンボウルズ普及活動をはかりたいので、ＢＪの協力を得た
いとの相談があった件について、その後、Danny Keating氏が数度にわた
って来日し、主としてYC&ACの依田氏らを介して横浜市その他各所と折衝を続けてこられたが、まだ具体的なところまでなかなか進展していかない。
本年度は、三井不動産KKのアンダーで千葉県南船橋市の駅前再開発プロジ
ェクトの一環としてローンボウルズ場を建設する計画がかなり良い線で進ん

でいたが、新型コロナの影響でプロジェクト全体が一時休止状態になってい

る。
４) 明石公園グリーンの改修等について
＊　そろそろ耐用寿命に達している人工芝の2回目の張替え更新については兵庫

県の予算不足制約があって、2021年5月6日から6月18日までの約1.5か
月間の工期で不陸（水平度）の部分修正のみが実施され、人工芝の張替えは
更に先延ばしとなった。不陸（水平度）の部分修正により、ボウルのイレギュ
ラーな転送挙動は改善されたが、その後　半年ほどの使用の結果、今度は
人工芝のつなぎ目の接着剤の劣化による裂け目が発生する現象が出て、別の

原因によるボウルのイレギュラーな転送挙動が顕著になってきた。

この対応として、次のとおりの打ち合わせなどを進め､令和４（2022）年度に

引き続くことになった。

➀　明石公園ローンボウルズ場改修（第２ステップ）の打合わせ
日時：1月14日(金)13:00-15:00
場所：明石市明石公園ローンボウルズ場管理棟

出席者：BJ側　森会長、児島理事長、合田副理事長、藤川事務局長、坂本技・競部副部長、横井関西LB協会副会長、

奥田明石市LB協会会長、旭明石市LB協会副会長、長島ALBCクラブ代表
　　　　　　　　兵庫県側　県土整備部まちづくり局公園緑地課　平田副課長、黒原主幹
　　　　　　　　（公財）兵庫県園芸・公園協会　藤原次長、江本主任
打合せ内容：１，第２ステップとしての人工芝の補修あるいは更新計画について県側で検討する。

２．別案としての、民間資本導入によるローンボウルズ場の運営管理（ﾊﾟｰｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの導入）を双方で
検討する。

➁　兵庫県の「民間によるﾊﾟｰｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ導入に向けた事業可能性調査」に応募
　　　　　    今年1月初めに兵庫県が明石公園等を対象にして「民間によるﾊﾟｰｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ導入計画を発表したことを受けて、明石公園ローンボウルズ場の運営管理体制をページ6において記載したオーストラリアのGlobal Bowls Solution社（代表責任者Danny Keating氏）にグリーンの新設も含めて移管する提案書を1月20日に兵庫県まちづくり局公園緑地課の方に提出した。
　        　➂「民間によるﾊﾟｰｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ導入に向けた事業可能性調査」のヒアリング終了

日時：2月15日(火)11:00-11:30

方式：Microsoft Teamsによるリモート会議

出席者：BJ側　森会長、児島理事長、松岡国際部長、藤川事務局長

　　　　　　     兵庫県側　県土整備部まちづくり局公園緑地課　

　　　　　　　　　　　       特定プロジェクト班長　大喜多弘昌氏ほか2名　　

結果：当方の提案（オーストラリアの会社によるグリーン新設と営業）が理解され、更に詳細の検討に進められることが確認された。

５）神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーンの改修について
＊ ずっと懸案であった神戸市しあわせの村のグリーン改修については、令和2年（2020年）12月1日から令和3年（2021年）5月31日までの６か月間を要して、天然芝から人工芝への改修が完工された。

６月６日（日）にはグリーン改修記念ローンボウルズ大会を開催し、２０チーム（60人）が参加した。

その後　約10か月の使用状況としては、コンデイションは良好であり、各プレイヤーの技術レベルの向上も目ざましいものがあると感じられる。

また、従来の週3日（水、土、日）の営業であったものが、改修後は週6日（月のみクローズ）の営業に拡大されることにもなって利用者のべ人数も倍増した。
６）明石市中崎遊園地ローンボウルズグリーンの後継グリーンについて
　　　　＊　明石市中崎遊園地ローンボウルズグリーン代替策として、昨年度に明石市が
インドア・ローンボウルズ・カーペット5.5m巾×25m長さ2リンクを購入
して明石中央体育会館に保管していただいたが、
ここを新拠点として明石市内に新しくローンボウルズ普及活動を展開して
行く展望は順調に推移している。
➀　毎月１回　月曜日13:00-16:00 に、明石市ローンボウルズ協会（ALBC、
明石クラブ〈旧中崎〉）が主体となって定期の体験教室 兼 練習会を開催
している。
➁　毎年２回（春および秋）に、明石市ローンボウルズ協会（ALBC、

明石クラブ〈旧中崎〉）主催の「インドア・ローンボウルズ大会」を開催

している。
  春：6月14日（月）9:00 – 17:00   6チーム〈18名〉が参加

　秋：11月8日（月）9:00 – 17:00   6チーム〈18名〉が参加

７）立川昭和記念公園グリーンのリンク数拡大促進運動について
＊　2021年10月4日（月）から11月22日（月）までの約1.5か月をかけて、
既存人工芝の張替え工事が実施された。既存人工芝の水はけが悪くなったということにより、国が自発的に張替えたものであった。

利用者側へのヒヤリングとか告知とかは無かったために、当法人としては関与することができず、リンク数拡大などを求める機会を失した。
（２）広報活動
1） ホームページの運用
＊　2016年2月16日からＢＪ公式ホームページをリニューアルして、会員から

の投稿が比較的簡単にできるようにし、できるだけ新鮮な情報をアップでき

るようにしてから6年が経過した。Facebookをリンクしたことで、ここには

up to dateのトピックが登場するようになり、特に英文を併記して投稿すると

海外からの反響が多くあり、日本でローンボウルズが出来ることに対する海

外の関心が高いことがうかがえる。

また、最近はホームページ上の「問い合わせ窓口」を通じての問い合わせ件

数が増えてきていることから、ホームページがある程度世間に認知されてき

ていることが伺われる。
＊  実施場所：法人事務所

＊　従事者の人数：4人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数

＊　支出金額：サーバーレンタル費、ドメイン使用料金  10,060円
2） メーリングリストによるメールマガジーン（BJブリテン）の発行

＊　5年前からウェブ上の共有ファイル・システムを利用して編集者を2名とする体制を取ったことにより、編集者の負担もやや軽減し、毎月1回の定期発行については維持されている。
　　令和3年12月には発刊200号となり、平成17年(2005年)５月の創刊以来休むことなく17年間を継続したことになる。
なお、BJブリテンはＢＪホームページにもアップロードされている。
＊　実施日時：通期（毎月1回　発行）
＊　実施場所：法人事務所

＊　従事者の人数：２名(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：BJ会員　約150名

＊　支出金額：なし
3） 新聞、テレビ、タウン誌などによるローンボウルズの紹介
　　　今年も、新型コロナウイルス感染防止対策により諸事業が停滞したことがあっ
て、メデイアによる取材・報道は下に記載する東京都障がい者スポーツ協会のウ

エブサイト「パラスポーツガイド」による取材（詳細はページ20に記載）を除いては、ほとんどなかった。

ただし、関西地区のAリーグ大会、SVリーグ大会、Mリーグ大会などの定期
　　　　　開催大会や、スポットで開催される大会についても、その都度の結果成績を神
戸新聞の「ひょうごスポーツ広場」というページ（毎週火曜日）に情報提供し、
掲載してもらっている。これにより、「ローンボウルズというスポーツがあるこ
とは知っている」という人はかなり増えていると言える。
　　　　
4） 自治体等による表彰の受賞
ＢＪ会員が自治体等による表彰を受賞することは、ローンボウルズの知名
度向上に資することであるが、今期は該当する事例はなかった。

少し例外になるが、外部理事のお二人が日本人として初めてとなる国際表彰を受けられたので記録する。
　　　　＊　当法人の外部理事である來田享子（中京大学スポーツ科学部教授）と田原淳子（国士舘大学体育学部教授）のお二人が、2021年11月にInternational Society of Olympic Historians（国際オリンピック史家協会）という国際学会からVikelas Plaque (ヴィケラス賞)を日本人として初めて受賞された。　
この協会は、1991年に英国ロンドンで第1回の会合を開いて設立されたオリ
　　　　　ンピック史専門家の組織で、2021年現在は53カ国から533名が登録されている。オリンピック・ムーブメントとオリンピック競技大会の歴史に関する研究や歴史的・統計的データの収集を行ったり、ジャーナルやその他の出版物を通じて研究を公表している非営利国際活動団体である。
「ヴィケラス賞」は、国際オリンピック委員会の初代会長で、第1回アテネ大会の開催にあたったディミトリオス・ヴィケラス氏にちなむもので、オリンピックの歴史に関する特定の具体的なトピックを探求し、講演、論文、本を執筆してきた研究者の他、記念品の収集と公開に貢献した人にも贈られる賞であり、このたびお二人は次の教育・研究活動において功績があったとして受賞されたものである。
●田原淳子 国士舘大学教授
　　「1940年幻の東京大会」に関するオリンピック史およびオリンピズム（オ　
　リンピックの理念）研究を長く続け、また国内外におけるオリンピック教育の普及と推進に尽力した。日本オリンピックミュージアムの設置にあたり、オリンピックおよびオリンピズムに関する知見を提供した。
●來田享子 中京大学教授

「1928年アムステルダム大会への女子陸上競技の採用」に関する研究など、オリンピックとジェンダーの歴史研究を長く続けた。日本オリンピックミュージアムの設置にあたり、オリンピックおよびオリンピズムに関する知見を提供するとともに、中京大学スポーツ・ミュージアムの設置に尽力した。
（３）日本選手権大会などの開催
　　　　　新型コロナウイルス感染対策として今年度のBJ主催の日本選手権大会（今年度
から日本選手権大会制度を新しい方式にすることを昨年度に決定したため従来の
全国オープン大会は廃止となった。）も前年度に引き続いてすべて中止となった。
ただし、関東・関西地区選手権大会（従来の、日本選手権予選大会）は地区の判
断で開催しても良いとしたが、結果的に関西地区選手権大会のみが開催された。
1） 男女フリー・トリプルズ関西選手権大会
＊　男女を問わないトリプルズ競技。
＊　実施日時：2021年7月11日(日 )9:00-16:00
＊　実施場所：神戸市しあわせの村グリーン
＊  主催：関西ローンボウルズ協会 

＊　従事者の人数：3人(スポット) 

＊　参加選手数：42名 (14チーム)
＊　成績結果
　優勝　垣内紀子、旭　吉功、奥田　昭（ＡＬＢＣ）
　　　　　２位　井上千加子、中川正俊、坂本紘一（神戸タッチャーズ）
　　　　　３位　山形史朗、藤川辰美、田町智之（学園都市ワイズ）
2） 男子ペアーズ関西選手権大会
＊　男子のみによるペアーズ競技。
＊　実施日時：2021年7月24日（土）、25日(日)　9:00-16:00

＊　実施場所：神戸市しあわせの村グリーン
＊  主催：関西ローンボウルズ協会 

＊　従事者の人数：3人(スポット) 

＊　参加選手数：28名 (14チーム)
＊　成績結果
　優勝　森　紘一、藤川辰美（学園都市ワイズ）
　　　　　２位　合田純二（学園都市ワイズ）、児島久雄（兵庫車いす）
　３位　長島俊和、旭　吉功（ＡＬＢＣ）
3） 女子ペアーズ関西選手権大会
＊　女子のみによるペアーズ競技。
＊　実施日時：2021年7月25日(日)　9:00-16:00

＊　実施場所：神戸市しあわせの村グリーン
＊  主催：関西ローンボウルズ協会 

＊　従事者の人数：3人(スポット) 

＊　参加選手数：16名 (8チーム)
＊　成績結果
　優勝　西條和子、垣内紀子（ＡＬＢＣ）
　　　　　２位　宮崎芳子、井上千加子（神戸タッチャーズ）
　３位　福井加代子、小野叶子（ＡＬＢＣ）

4） 男女フリー・フォアーズ関西選手権大会
＊　男女を問わないフォアーズ競技。
＊　実施日時：2021年8月29日(日 ) 9:00-16:00

＊　実施場所：神戸市しあわせの村グリーン
＊  主催：関西ローンボウルズ協会 

＊　従事者の人数：3人(スポット) 

＊　参加選手数：32名 (8チーム)
＊　成績結果
　優勝　野上哲男、中川正俊、井上千加子、坂本紘一（神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）
　　　　　２位　石田健児、横井浩子、山根英輝、石田博規（神戸ボウルズ）
　　　　　３位　合田洋子、藤川辰美、合田純二、森　紘一（学園都市ワイズ）
5） 男子シングルス関西選手権大会
＊　男子のみによるシングルス競技。
＊　実施日時：2021年11月13日（土）、14日(日)　 9:00-16:00

＊　実施場所：明石公園グリーン
＊  主催：関西ローンボウルズ協会 

＊　従事者の人数：3人(スポット) 

＊　参加選手数：17名 
＊　成績結果
　優勝　山根英輝（神戸ボウルズ）
　　　　　２位　西口　明（神戸タッチャーズ）
　　　　　３位　廣内鐵也（LC京都）
6） 女子シングルス関西選手権大会
＊　女子のみによるシングルス競技。
＊　実施日時：2021年11月13日（土）、14日(日)　 9:00-16:00

＊　実施場所：明石公園グリーン
＊  主催：関西ローンボウルズ協会 

＊　従事者の人数：3人(スポット) 

＊　参加選手数：9名 
＊　成績結果
　優勝　小山裕木恵（LC京都）
　２位　島　美里（LC京都）
　　　　　３位　八杉　瞳（兵庫車いす）
　　２）年間優秀ボウラー表彰制度
ＢＪ主催の日本選手権大会が今年もすべて中止となったため、年間優秀ボウラー表彰についても今年度も無しとなった。
（４）BJ公認アンパイア資格認定制度
　　昨年度に制度の見直しを行ない、従来は既有資格者も２年ごとに更新試験を受けなければならないとしていたものを、既有資格者は更新講習を受けることと２年間に実務経験があれば試験を受けなければ資格は継続されることになった。そのために、今年度は次の通り、既有資格者の資格継続者〈19名〉と新規資格取得者〈8名〉とが認定された。
	地区
	講習会及び認定試験の開催実績
	既有資格者の
継続認定者
	新規資格認定者

	関東
	（１）講習会の開催
時：令和3年12月11日(土)9:00-17:00
所：YC＆AC
内容：ルールおよびメジャリング実技
講師：合田純二
受講者：既有資格者10名、
新規応募者6名
受講料：1,000円/人
	(LB東京)
黒沢秀行
(東京LBC)

松原敬之、松原和子
(YLBC)

依田成史、伊藤重光

(YC&AC)  
斎藤紀治、新井俊顕
津山幹子、濱田早織
安田加津子
	

	
	（２）認定試験の開催
時：令和4年1月16日(日)10:00-17:00

所：YC＆AC
内容：ルールおよびメジャリング実技
試験官：森　紘一
受験者：4名
受験料：1,000円/人
	
	(YC&AC)  
小島弘子
荒井由香里

	関西
	（１）講習会の開催
時：令和３年6月27(日)900-17:00

所：神戸しあわせの村研修館第2研修室
内容：ルールブック研修
講師：合田（純）、坂本（紘）、船引、森、山田（誠）
受講者：既有資格者4名、
新規応募者14名
受講料：1,000円/人
	(学園ワイズ)

森　紘一、合田純二
藤川辰美

(神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ)

坂本紘一、角田　信
野上哲男、西口　明

(神戸グリーン)

船引啓吾

(神戸ボウルズ)

山田　誠

	

	
	（２）講習会の開催
時：令和３年11月27日 9:00-12:00

所：明石公園ローンボウルズ場
内容：メジャリング実技
講師：森、合田（純）、坂本（紘）、船引
受講者：既有資格者16名
　　　　新規応募者7名

受講料：500円/人
	
	

	
	（２）認定試験の開催
時：令和4年2月13日（日）9:00-16:00

所：神戸しあわせの村ローンボウルズ場
内容：ルールおよびメジャリング実技
試験官：森、合田（純）、坂本（紘）、
船引
受験者：8名
受験料：1,000円/人
	
	(神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ)

野上京子

(LC京都)
廣内轍也、吉中康子

(ALBC) 
長島俊和、関口　溜
（個人）

林　嘉雄


（５）地方競技会の開催
　　１）全般

＊　日本選手権大会の他に、BJ加盟の各クラブ等が個々に主催している地方競技会を例年であれば年間約100回ほど開催しているが、今期も新型コロナウイルスの影響で半減した。
これらは、各クラブ単体あるいはクラブの連合体が主催しているものではあり、BJ本部もローンボウルズの普及促進という観点から後援という立場で競技方式の企画等において指導・支援という形で関与している場合が多い。
ただし、会計面については主催クラブ等の自主独立採算としており、ＢＪ本部は関与はしていない。
他の団体が主催元となっていてＢＪまたはその傘下協会が主管元として実施している大会では、運営費の一部を補助金として受けて実施しているものがあり、兵庫県生涯スポーツ連合が主催の「県民ふれあい大会（毎年11月23日に神戸市しあわせの村で開催）」、2017年度から参加開始した神戸市およびこうべ長寿祭推進協議会が主催の「こうべ長寿祭（毎年5月ないし6月に神戸市しあわせの村で開催）」、兵庫県ひょうご生涯スポーツ大会実行委員会が主催の「初心者ローンボウルズ大会（（毎年9月ないし10月に神戸市しあわせの村で開催）」などがそれである。これらはその収支をＢＪ本部の会計に取り込んでいるが、各大会ごとに収支が一致することを原則として、収益あるいは損失は出さないこととしている。
個別の競技大会の開催実績については、後のページの「関東および関西ローンボウルズ協会活動」において記載する。
＊　実施日時：通期
＊　実施場所：各地ローンボウルズグリーン 
＊　従事者の人数：毎回３人×100回＝300人(スポット) 

＊　受益対象者の範囲および人数：約6,000人
（６）ローンボウルズ人口拡大のための初心者体験教室等の開催
1） 明石公園グリーンにおける初心者体験教室

＊　ALBCクラブが企画・主催し毎月１回定期的に開催しているものであり、

指導員はBJ会員の有志が無償でつとめている。

＊　実施日時：毎月１回第１土曜日
＊　実施場所：明石公園グリーン
＊　従事者の人数：４人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数　毎回5名程度
＊　支出金額：なし
２）神戸市しあわせの村における健常者対象の初心者体験教室
＊　しあわせの村グリーンの指定管理者である保養センターひよどりが企画・主
催しBJ会員の有志が基本的には無償で協力しているものである。
＊　実施日時：今期は、春はしあわせの村グリーンが改修工事で５月までクローズであったために、秋にのみ実施した。

　　　　　10月17日（日）13:00 – 15:00  参加者10名

　　　　　10月24日（日）13:00 – 15:00  参加者11名
＊　実施場所：しあわせの村グリーン
＊　従事者の人数：5人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：毎回、一般市民約20名が参加した。
＊支出金額：なし
３）神戸市しあわせの村における障がい者対象の初心者体験教室
＊　神戸市障害者スポーツ協会が企画・主催し、兵庫車椅子クラブが

基本的には無償で協力しているものである。

　（詳細は18ページ参照）

４）神戸市西区玉津リハビリセンターにおける障がい者ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ普及講習会

＊　玉津リハビリセンターが体育館内にカーペットの２リンクを設置し、月に

１、2回程度　希望者を対象として普及講習会を開催している。兵庫車椅子

クラブの会員が無償で指導の協力をしている。
　（詳細は17ページ参照）
５）兵庫県生涯スポーツ連合主催第22回県民ふれあい大会にて体験教室を開催

＊　実施日時：令和3年11月21日（日）10時～16時

＊　実施場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン

＊　従事者の人数：ＢＪ関西LB協会有志5名

＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民約20名が来訪

＊　支出金額：なし
６）神戸市自治会連絡協議会役員会によるローンボウルズ体験教室の開催に協力
＊　実施日時：令和3年9月30日（日）9:00～12:00
＊　実施場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
＊　従事者の人数：ＢＪ森会長、児島理事長ほか４名
　　　　　　　　　レクチャー３０分、基本練習３０分、ミニゲーム２時間
＊　受益対象者の範囲および人数：神戸市自治会連絡協議会役員25名
＊　支出金額：なし
７）明石市ローンボウルズ協会によるローンボウルズ指導者養成講座の開催に協力

　７－１）ルールブック研修
＊　実施日時：令和3年7月10日（日）13:00～17:00
＊　実施場所：明石公園 花と緑のまちづくりセンター研修室
＊　従事者の人数：講師２名（森、合田）を派遣
＊　受益対象者の範囲および人数：受講者19名
＊　支出金額：なし
　７－１）メジャリング実技研修
＊　実施日時：令和4年2月27日（日）9:00～12:00
＊　実施場所：明石公園ローンボウルズグリーン
＊　従事者の人数：講師4名（森、合田、坂本，船引）を派遣
＊　受益対象者の範囲および人数：受講者12名
＊　支出金額：なし
８）兵庫県レクリエーション協会主催のスポーツ体験会にてローンボウルズ体験教室を開催
＊　実施日時：令和3年10月10日（日）10:00～15:00
＊　実施場所：明石公園　陸上競技場
＊　従事者の人数：関西LB協会から運営スタッフ６名派遣
＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民約３０名が来場
＊　支出金額：なし
９）神戸市垂水区役所主催の「スポーツの日体験会」にてローンボウルズ体験教室を開催
＊　実施日時：令和3年11月6日（土）10:00～15:00
＊　実施場所：神戸市垂水区「垂水スポーツガーデン」
＊　従事者の人数：関西LB協会から運営スタッフ５名派遣
＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民78名が来場
＊　支出金額：なし
１０）明石青年会議所主催の「明石市民のためのローンボウルズ経験教室」に協力
＊　実施日時：令和4年3月27日（日）12:00～16:00
＊　実施場所：明石公園ローンボウルズグリーン
＊　従事者の人数：関西LB協会から指導スタッフ8名派遣
＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民約50名が来場
＊　支出金額：なし
（７）技術普及・向上講習会などの開催
　　　　　当法人の会員制度としては明確に定義し区分しているものではないが、内情と
して「エンジョイ型ボウラー」と「競技指向型ボウラー」の2パターンが存在す
るのは事実である。前者は、健康増進・余暇の有効活用・親睦交流等を主目的と
してローンボウルズをエンジョイすることで満足している会員であり、後者はそ
れだけでは飽き足らずに、競技大会に積極的に出場し上位入賞を目標として日頃
の練習を熱心に取り組む会員であり、最終的には日本代表選手として国際的な選手権大会にも出場しようとする選手である。当法人としては、その両者を平等に価値ある者とし、前者は「ローンボウルズという生涯スポーツの山の裾野を広げるために大切な会員」とし、後者は「ローンボウルズという競技スポーツの山の高さを高くするために大切な会員」として拡充・増強を図ろうとしている。
今期は、はじめて後者に対する強化訓練制度の端緒となるプログラムを、オーストラリアにおけるトレーニング方法を参考にしながらキックオフさせることにした。とりあえずは、2022年8月（予定）のアジア選手権大会（中国　杭州市）および2023年8月（予定）の世界選手権大会（オーストラリア・ゴールドコースト）での入賞を具体的な目標として、「強化対象選手」を公募し強化訓練を開始することにした。
令和3年10月16日(土)20:00-21:30　 第4回連絡会　ZOOM WEB会議にて　

テーマ : Bowls Australiaの選手選考基準資料について学習

　　　　　　　（資料提供は松岡理事）
令和3年12月18日(土)20:00-21:30　 第5回連絡会　ZOOM WEB会議にて　

テーマ : アジア大会、世界大会出場候補選手の募集要項及び強化

訓練プランについて検討　

令和3年12月29日(水) 20:00-21:00　　臨時理事会   ZOOM WEB会議にて

第1号議案　2022年8月アジア選手権大会（中国）および2023年8月世界選手権大会（オーストラリア）に向けての強化対象選手を募集する募集基準案を承認
令和4年1月22日(土)20:00-21:30　 第6回連絡会　ZOOM WEB会議にて　

テーマ: 強化対象選手の強化訓練プランについての検討　
令和4年1月31日(月)　 　

「強化対象選手」の募集を締め切った結果、下表のとおり51名（男子28

名、女子24名、関東地区14名、関西地区29名、オーストラリア地区8
名)の応募があった。まずはこの全員を対象にして訓練プログラムを開始することにした。
	性別
	所属クラブ
	　選手氏名

	男
	オーストラリア

クラブ
	長谷部 健太、佐藤 寿治、大平 貴士

	
	東京LBC
	松原 敬之、松原 忍、首藤 暁彦、

山田 克、篠山 俊介、田中 希望

	
	LB東京
	江村 健一

	
	YLBC
	依田 成史

	
	神戸

タッチャーズ
	坂本 紘一、野上 哲男、中川 正俊、

田中 弘一、中田 照男

	
	兵庫車いす
	児島 久雄、植松 博至

	
	学園都市ワイズ
	森 紘一、合田 純二、藤川 辰美

	
	LC京都
	廣内 鐵也、小山　潤、岡本 直樹、

アラン・マーゼェリソン、井上 博樹

	
	LB高知UC
	川本 真浩

	
	甲南ﾛｰﾝﾎﾞｱｰｽﾞ
	田町 智之

	女
	オーストラリア

クラブ
	松岡 緑、江村 裕子、黒原 恵子、

佐藤 正子

	
	東京LBC
	小林 麻衣子、富田 紗生、田中 仁美、

若藤 沙耶、松原 和子

	
	YC&AC
	佐々木祐子、濱田早織

	
	神戸

タッチャーズ
	野上 京子、井上 千加子、児玉 智子

	
	兵庫車いす
	植松 寿子、川村 信子、八杉 瞳

	
	学園都市ワイズ
	合田 洋子

	
	LC京都
	小山 裕木恵、島　美里、田中 まち子、

阿比留 さゆり、吉中 康子


令和4年2月12日(火)16:00-17:30　 ZOOM WEB会議にて　

アジア大会〈2022年度〉、世界大会〈2023年度〉出場選手選考に向けて

の「強化対象選手」の結団式を開催
内容：１．児島理事長による開会あいさつ　　　　
　　      　２．合田技術・競技部長による総括説明：

　　　　　　       最終目的は表記2大会の出場選手の選考であるので、プロ

グラムの進展に従って順次に選手の絞り込みを行うが、

一方では競技指向プレーヤーの全体的レベルアップも

目標としているので絞り込みにより除外された選手にも

基本プログラムは継続して実施してもらう方向で考えて

いる。

　　　      ３．松岡国際部長および小山技術・競技部部員による説明：

強化訓練プラン内容（特に第1ステップであるドリル練習

の進め方）についての説明

　　　      ４．質疑応答

（８）　障がい者ローンボウルズ普及活動
　　１）令和3(2021)年度日本パラスポーツ協会、日本ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ委員会関連の活動実績
  年度初めには、今期の競技力向上事業として韓国への海外遠征試合１回と国内強化合宿３回の予定で助成金を申請したが、その後コロナの第5波、第6波が発生したために国内強化合宿6回に切り替えての実施となった。

1 令和3年4月15日付けで令和2年度加盟分担金10万円を振り込み
2 令和3年4月28日付けで令和3年度JPC競技力向上事業補助金（概算払い）179万円を受け取り
3 令和3年10月26日付けで令和3年度ｱﾝﾁﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ活動負担金10万円を振込
4 令和3年7月19日（月）～7月21日（水）
　　　　　　　国内強化合宿（第1回）　

　小野八ケ池自然公園多目的ドーム   12名参加
5 令和3年9月9日（木）～9月11日（土）
　　　　　　　国内強化合宿（第2回）　

　小野八ケ池自然公園多目的ドーム   9名参加
6 令和3年10月18日（月）～10月20日（水）
　　　　　　　国内強化合宿（第3回）　

　小野八ケ池自然公園多目的ドーム   11名参加
7 令和3年12月6日（月）～12月8日（水）
　　　　　　　国内強化合宿（第4回）　

　小野八ケ池自然公園多目的ドーム   11名参加
8 令和4年1月24日（月）～1月26日（水）　
　　　　　　　国内強化合宿（第5回）　

　小野八ケ池自然公園多目的ドーム   9名参加
➉　令和4年3月7日（月）～3月9日（水）　
　　　　　　　国内強化合宿（第６回）　

　小野八ケ池自然公園多目的ドーム   　名参加
　　２）当法人としての障がい者ローンボウルズ普及活動実績
1 神戸市西区玉津リハビリセンターにおける障がい者ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ普及講習会
＊　玉津リハビリセンターが体育館内にカーペットの２リンクを設置し、月に

3、4回程度　希望者を対象として普及講習会を開催している。兵庫車椅子

クラブの会員が無償で指導の協力をしている。

＊　実施日時：毎回火曜日の15:00～18:00の約3時間
＊　実施場所：神戸市西区玉津　障がい者スポーツ交流館体育館
＊　従事者の人数：５人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：リハビリセンター利用者その他毎回約10名

＊　支出金額：なし
2 神戸市しあわせの村における障害者対象の初心者体験教室
＊　神戸市障害者スポーツ協会が企画・主催し、兵庫車椅子クラブが
基本的には無償で協力しているものである。
実施日時：３回         毎回13:00～16:00にて実施。
（令和3年9月4日（日）、9月18日（日）、9月25日（日））　　
５月に予定していた教室はグリーン改修工事でキャンセルとなった。　
＊　実施場所：しあわせの村グリーン
＊　従事者の人数：８人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：毎回20名程度
＊　支出金額：なし
➂　第23回のじぎく杯障がい者ローンボウルズ室内大会

＊　実施日時：令和3年7月27日（火）9時～17時　　

　　　　　　　          オープン・トリプルズ戦。4ゲーム実施。
＊　実施場所：神戸市西区玉津　障がい者スポーツ交流館体育館
＊　従事者の人数：兵庫車椅子クラブから３人(スポット的) 
＊　受益対象者の範囲および人数：6チーム（18名）
	順位
	選 手 名

	1位
	木村和暉、片井加代子、植松寿子

	2位
	松本節子、片井弘行、植松博至

	3位
	溝口満輝、川村信子、児島久雄


＊　支出金額：なし　
➃　障がい者ファミリーローンボウルズ大会（藤原杯争奪戦）開催

＊　実施日時：令和3年7月4日（日）9時～17時　　　

＊　実施場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
＊　従事者の人数：兵庫車椅子クラブから３人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：3人/チーム×10チーム＝30人
＊　種目：オープン・トリプルズ戦
	順位
	選 手 名

	1位
	溝口満輝〈車いす〉、阿比留さゆり（京都）、小山　潤（京都）

	2位
	尾白茂樹（個人）、吉中康子（京都）、森　紘一（学園ワイズ）

	3位
	川村信子〈車いす〉、アランM（京都）、西口　明（ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）


＊　支出金額：なし　(徴収参加費の範囲内で実施)
⑤　パラ王国イベントにおいてローンボウルズ体験会を開催
　＊　主催者：兵庫県教育委員会

　＊　協力：　BJ障がい者ローンボウルズ部
＊　実施日時：令和3年11月3日（木）10時～15時　　

＊　実施場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズ場全リンクを使用
＊　従事者の人数：兵庫車椅子クラブから10人(スポット的) 
＊　受益対象者の範囲および人数：参加者総数約50名（一般市民）
＊　支出金額：なし　
➅　障がい者スポーツ指導員全国研修会においてローンボウルズ体験会を開催

　＊　主催者：公益財団法人日本パラスポーツ協会、

兵庫県障がい者スポーツ協議会

　＊　協力：　BJ障がい者ローンボウルズ部
＊　実施日時：令和3年12月11日（土）11:30～　12月12日（日）～11:45　

＊　実施場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズ場
＊　従事者の人数：兵庫車椅子クラブから５人(スポット的) 
＊　受益対象者の範囲および人数：全国から研修会に参加した障がい者スポーツ指導員約300名のうち、約40名がローンボウルズ種目を選択して競技指導を受けた。
＊　支出金額：なし　
➆　兵庫県障がい者スポーツ推進プロジェクトによるﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ体験教室開催

　＊　主催者：神戸市西区玉津　障がい者スポーツ交流館体育館
　＊　協力：　BJ障がい者ローンボウルズ部
＊　実施日時：令和4年1月15日（土）10:0～17:00　
＊　実施場所：神戸市西区　障がい者スポーツ交流館体育館 ｲﾝﾄﾞｱｶｰﾍﾟｯﾄ
＊　従事者の人数：兵庫車椅子クラブから3人(スポット的) 
＊　受益対象者の範囲および人数：一般障がい者約３０名が参加してローンボウルズ競技を体験した。
＊　支出金額：なし　
　　３）その他の活動
①　東京都障がい者スポーツ協会のウエブサイト「パラスポーツガイド」に
ローンボウルズ編を設けるための資料（動画など）の収録に協力
＊　実施日時：令和3年11月24日（火）12:00～14:00
＊　実施場所：神戸市しあわせの村グリーン
＊　出席者：児島理事長ほか兵庫車いすクラブ会員８名
＊　内容：１．競技紹介の動画撮影およびナレーション
　　　　　２．練習風景の動画撮影
　　　　　３．個人インタビュー
＊　支出金額：なし
（９）用具・物品購入の斡旋
＊　　ローンボウルズ用具（主としてボウル、ボウルケース、メジャー、ワックス、シューズなど）は日本国内になくオーストラリア、イギリスなどからの輸入になる。代理店契約していた会社が撤退したりしてローンボウルズ愛好者や団体、学校などが用具購入に難を感ずることがあったため、BJ会員の山田誠さん（神戸ボウルズ）がテーラー社（イギリス）との代理店契約を結び、小山裕木恵さん（LC京都）がヘンゼライト社（オーストラリア）との代理店契約締結を進め、個人の用具購入希望者からの利用に対応している。
BJとしては、地方公共団体や学校などからの引き合いに対しては認定NPO法人ローンボウルズ日本が契約当事者となり、それ以外の個人取引については両氏と当事者との直接取引としBJとしては関与しないことを原則とした。
今期は団体、学校などへの斡旋事例はなかった。

　また、これとは別に主として海外大会に出場する日本代表選手等の交換用みやげとしてBJ会員ピンバッジ、ＢＪ名前入りキーホルダー、ＢＪ名前入りボールペン等を単価200－300円で仕入れて在庫している。これらは希望者にはほとんど原価のままで販売もしている。適正在庫がなくなった時点で随時に在庫補充をしている。
＊　実施日時：通期
＊　実施場所：全国
＊　従事者の人数：２人(スポット) 

＊　受益対象者の範囲および人数：個人的に用具斡旋を受けた者　　約5名
＊　支出金額：今期の仕入れ実績はなし
　　　　　　　　　　　　　
（１０）組織の強化・充実
　　１）上部団体との連携強化
＊ 公益財団法人日本レクリエーション協会関係
令和3年度日本レクリエーション協会加盟団体会議に出席

日時：12月9日(土)9:00-12:00　

開催場所：国立オリンピック記念青少年センター
  　 出席者：松原敬之理事
　　　　　　　　内容：日本レクリエーション協会の令和４年度活動基本方針および重点施策資料の受領
＊ 公益財団法人日本パラスポーツ協会および日本パラリンピック委員会関係
令和３年度 日本パラスポーツ協会４協議会合同会議に出席
日時：令和4年2月17日（木）12:00 – 14:00
開催場所：ZOOM WEB会議
   　   出席者：森会長、児島理事長
内容：令和３年度事業報告（案）、令和４年度事業計画（案）を協議
令和３年度 日本パラリンピック委員会加盟団体協議会に出席
日時：令和4年3月28日（月）18:15 – 19:30
開催場所：ZOOM WEB会議
   　   出席者：森会長、児島理事長
内容：令和４年度競技力向上事業補助金制度の予定について説明
＊ IBD（国際障がい者ローンボウルズ連盟）関係
2021年度 IBDの総会〈４年毎〉に出席
日時：令和3年8月22日（日）15時～17時
開催場所：ZOOM WEB会議
    　   出席者：森会長、澤田障がい者LB部副部長
　内容：１．IBD役員改選（アジアからの役員立候補はなし）
　　　　　   ２．IBDとWB（世界ローンボウルズ連盟）との統合構想の討議
　　　　　　　　　　将来方向として継続検討となった。
＊ JADA（公益財団法人　日本アンチ・ドーピング機構）関係
令和４年２月末に開催されたJADA理事会において、令和４年度から当法

人がJADAに直接加盟することが承認された。

従来は日本パラスポーツ協会を介しての間接的加盟であったため加盟協力金が割高となっていたことが改善される。
＊ IOC（公益財団法人　日本オリンピック委員会）関係
令和４年度から加盟するべく令和３年の年初から申請書を提出して

折衝してきているが、加盟審査委員会による手続きが遅れているとのこと

でまだ承認が得られていない。
＊ World Bowls（世界ローンボウルズ協会）関係
2021年10月4日にWorld Bowls改革に関するアンケート調査への回答書

を送付。
2022年2月16日にWorld Bowls改革に関するSBP社（コンサルタント会

社）の調査結果報告書(137ページ)を、参考としてWorld Bowlsか
ら受領。
　　２）総会、理事会の開催
＊2021/2022年度の森会長、児島理事長、安田副理事長、合田副理事長体制の初年度の活動となった。新型コロナウイルス感染対策で多人数による会合や県境をまたがる長距離移動の自粛が要請され、昨年度から開始したzoomによるリモート会議の採用が定着し、今年度は比較的頻繁に理事会等が開催できた。特に、今年度から開始した毎月１回の理事連絡会の開催により、各理事間のコミュニケーションの密度は向上した。
令和3年4月4日(土)15:00-17:00　ZOOM WEB会議にて
定期総会：定足数16名　　出席14名＋委任状提出1名＝合計15名
                       定足数の過半数の出席により議決は成立。
第1号議案　令和2(2020)年度事業結果報告書および決算報告書を承認
 第2号議案　令和3(2021)年度事業計画書および予算計画書を承認
　　　　　第3号議案　ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽｺｰﾄﾞ適合性審査対応の諸計画、諸規定（下記）を承認
会議資料5： 2020年度ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽｺｰﾄ適合性審査（様式２）資料
　　　　　　会議資料6： 組織運営に関する中期計画書（2020年12月最終確定版）
　　　　　  会議資料7： 倫理規定、懲戒規定（2020年12月一部追記版）
　          会議資料8： コンプライアンス委員会規定（2020年12月一部追記版）
会議資料9： コンプライアンス教育中期実施計画（2020年12月策定）
　         会議資料10： 危機管理マニュアル（2020年12月策定）
　         会議資料11： 役員候補者選考委員会規定　（2020年12月策定）
　         会議資料12： 寄付金取り扱い規定　（2020年12月策定）
           会議資料13： 反社会的勢力の対応に関する規定（2020年12月策定）

第4号議案　　役員(監事、理事)の異動を承認
2020年度暫定の役員候補者推薦委員会（山田会長、奥田理事長、坂本副理事長、森事務局長で構成。議長は山田会長。）から　2021年度および2022年度の監事、理事の退任、就任、重任について、下表に示すとおりの推薦案が説明され、ほかに自薦、他薦の候補者が無いかを総会に求めた。ほかに立候補者が出されなかったため、総会として採決の結果　全員について異議無く承認・決定された。
理事
	No.
	氏　名
	内訳
	記事

	 1
	松原敬之
	重任
	東京ローンボウリングクラブ推薦

	 2
	松原　忍
	重任
	帝京中・高校ローンボウルズクラブ推薦

	 3
	黒沢秀行
	重任
	ローンボウルズ東京推薦

	 4
	依田成史
	重任
	ヨコハマ・ローンボウルズ・クラブ推薦

	 5
	アレックス・ヘンディ
	重任
	YC&AC推薦

	 6
	安達順一
	退任
	任期満了により退任（YC＆AC）

	 7
	安田加津子
	新任
	YC&AC推薦

	 8
	木藤直樹
	重任
	愛知ボウルズ推薦

	 9
	山田　誠
	重任
	神戸ボウルズ推薦

	10
	児島久雄
	重任
	兵庫車椅子ローンボウルズクラブ推薦

	11
	合田純二
	重任
	神戸学園都市ワイズメンズクラブ推薦

	12
	森　紘一
	重任
	神戸学園都市ワイズメンズクラブ推薦

	13
	坂本紘一
	退任
	任期満了により退任（神戸タッチャーズ）

	14
	横井幸雄
	退任
	任期満了により退任（神戸タッチャーズ）

	15
	竹内義治
	新任
	神戸タッチャーズ推薦

	16
	宮崎宗久
	新任
	神戸タッチャーズ推薦

	17
	奥田　昭
	退任
	任期満了により退任（ALBCクラブ）

	18
	旭　吉功
	再任
	ALBCクラブ推薦

	19
	長島俊和
	重任
	ALBCクラブ推薦

	20
	倉本宜史
	重任
	甲南ローンボアーズ推薦

	21
	松浦美月
	重任
	ローンボウルズ高知UC推薦

	22
	小山　潤
	重任
	ローンボウルズクラブ京都推薦

	23
	吉田利男
	重任
	村人クラブ推薦

	24
	松岡　緑
	新任
	オーストラリアクラブ推薦

	25
	來田享子
	重任
	外部理事（中京大学教授）

	26
	田原淳子
	新任
	外部理事（国士舘大学教授）

	27
	山口由美
	新任
	外部理事（神戸市市会議員）

	28
	野口善國
	新任
	外部理事（弁護士）


　

監事
	No.
	担当
	氏　名
	内訳
	記事

	１　
	行政担当
	小田洋之
	重任　
	

	２ 
	財政担当
	佐古安弘
	重任　
	


第1回理事会：定足数24名　　出席17名＋委任状提出6名＝合計23名
                      　　 定足数の全員の出席により議決は成立。
第１号議案　　2021/2022年度役員（会長、理事長、副理事長）を選任
会長　　　　 　　　　　　　森　紘一 (新任)

　　　　　　　　　　　              理事長(代表理事)　　　 児島久雄 (新任)

　　　　　　　　　　　              副理事長　　　　　合田純二 （新任）、安田加津子 (新任)
第２号議案　　2021/2022年度顧問を選任
顧問　　    　　　　岸口　実　（重任)
第３号議案　　2021/2022年度各専門部部長を選任
                 総務部長　　　　　森　紘一
　　　　　　　　 広報部長          山田　誠
事業開発部長　　　小山　潤       
技術・競技部長    合田純二
障がい者LB部長   児島久雄
国際部長           松岡　緑
女性・若者部長 　　（保留）    
第４号議案　　2021/2022年度事務局員(事務局長、事務局員、会計)を選任
事務局長　　       藤川辰美
　　　　　　　　　　　　              会計　　　　　　　　  竹内義治
第5号議案　　その他の連絡・報告事項
令和3年8月14日(土)20:00-21:20   ZOOM WEB会議にて
臨時理事会：定足数24名　　出席12名＋委任状提出10名＝合計22名
                      　　 定足数の過半数の出席により議決は成立。
第１号議案　　新型コロナウイルス感染拡大第5波の影響により2021年度日本選手権大会の全面中止を決定
　　　　　　　ただし、地区選手権大会は地区協会の実情に一任とした。

第２号議案　　2023年度役員改選期に、女性理事比率40％、外部理事比率25％を達成するため、理事推薦の内規を次のとおりに改訂することを承認
「構成員総数15名以上の正会員クラブは2名の理事候補者を推薦
する。ただし、2名のうち、少なくとも1名は女性とする。14
名以下の正会員クラブは1名の理事候補者（男女不問）を推薦す
る。なお、それでも女性理事比率が40％に達しない場合は、役
員候補者推薦委員会が、構成員総数14名以下の正会員クラブあ
るいは外部からも女性理事候補者を選んで推薦しカバーするこ
とにする。」
第３号議案　　上記の関連で、理事総数を現状の24名から若干増やす必要があるため、定款の規定を改定することを承認
第４号議案　　その他の連絡・報告事項
臨時総会：定足数16名　　出席11名＋委任状提出4名＝合計15名
                              　定足数の過半数の出席により議決は成立。
第１号議案　 定款の規定の第13条第（１）項を次のように改訂することを承認
（従来の定款）　理事の人数は15名以上25名以内とする。
（定款の改訂案）理事の人数は15名以上30名以内とする。
令和3年9月19日(日)13:00-15:00　 第2回定期理事会　ZOOM WEB会議にて
定足数24名　　出席12名＋委任状提出8名＝合計20名
                     　 定足数の過半数の出席により議決は成立。
第１号議案　　2022年度日本選手権大会の計画案を審議
                 一部保留のため継続審議とした。
第２号議案　　2023年8月の世界選手権大会出場選手の選考基準および
選考委員指名を承認
　　　　　　　　選考基準は基本的に承認とし、今後の補足もありうる
とされた。選考委員は次の通り承認された。　
森会長、合田技術・競技部長、松岡国際部長、関東地
区推薦者の４名　（関東地区については、後日に松原関東LB協会長が推薦、決定された。）　　　　　　　　　　　　　

第３号議案　　コンプライアンス委員会の委員指名を承認
　　　　          　　　　　　　下表のとおり承認された。
	区分
	2020.4理事会で選任
	2021.4理事会で選任
	2021.9.理事会で選任

	委員長
	山田　誠（当時会長）
	　同左
	森　紘一（現会長）

	副委員長
	森　紘一（当時理事）
	　同左
	山田　誠（現理事）

	外部有識者
	未定
	野口善國（外部理事）
	　同左

	女性委員
	　未定
	田原淳子（外部理事）
	　同左


第４号議案　　女性・若者部のタスクである「女性・若者会員の拡大およ
び活動の活発化のための企画と実行」を実現する具体案についての検討。
　　　　　　　　　　　　         意見交換のみで終わり、継続審議とした。

第５号議案　　その他の連絡・報告事項
　　　　　　　　
令和3年11月28日(日) 13:00-15:00　 第3回定期理事会　ZOOM WEB会議にて　
定足数24名　　出席8名＋委任状提出10名＝合計18名
                       定足数の過半数の出席により議決は成立。
第1号議案　2022年度日本選手権大会の計画確定案を承認
第2号議案　2021年度事中間会計報告を承認
第3号議案　第7回ジャパンオープン国際大会開催計画案を承認
＊2022年10月28日（金）、29日（土）、30日（日）の3日間

　　　　　　　　　　　　　しあわせの村にて開催。

　　　　　　　　　　＊2021年12月末にtotoのくじ助成金を申請する。

第4号議案　2022年4月理事会での理事・監事候補者を事前検討する
「役員候補者選考委員」の指名を承認
＊森会長、児島理事長、安田副理事長、合田副理事長の4名

第5号議案 アスリート委員会規定の新規設定の承認

第6号議案「女性・若者会員の拡大および活動の活発化」のための企画
と実行テーマの着手優先度検討アンケート調査結果報告
第7号議案　2021年度ガバナンスコード適合性自己申告資料の報告
　　            第8号議案　その他　報告・連絡事項など

　　　　　　
令和3年12月29日(水) 20:00-21:00　　臨時理事会   ZOOM WEB会議にて
定足数24名　　出席9名＋委任状提出10名＝合計19名
                       定足数の過半数の出席により議決は成立。
第1号議案　2022年8月アジア選手権大会（中国）および2023年8月世界選手権大会（オーストラリア）に向けての強化対象選手を募集する募集基準案を承認

令和4年4月10日(土)13:30-14:30　 第4回定期理事会　ZOOM WEB会議にて　
定足数24名　　出席  名＋委任状提出  名＝合計  名
                       定足数の過半数の出席により議決は成立。
第1号議案　令和3(2021)年度事業結果報告書および決算報告書を承認
   第2号議案　令和4(2022)年度事業計画書および予算計画書を承認

３）定期理事連絡会の開催
＊　理事間の情報共有を密にし組織力をアップすることを目的として、今期から
　毎月１回の理事連絡会をzoomによるリモート会議方式で開催するようにした。
令和3年5月22日(土)20:00-21:30　 第1回連絡会　ZOOM WEB会議にて　
討議テーマ : 外部理事比率25%、女性理事比率40%の達成策について（第１回）　
令和3年6月19日(土)20:00-21:30　 第2回連絡会　ZOOM WEB会議にて　
討議テーマ : 外部理事比率25%、女性理事比率40%の達成策について（第2回）
令和3年7月17日(土)20:00-21:30　 第3回連絡会　ZOOM WEB会議にて　
討議テーマ1 : 外部理事比率25%、女性理事比率40%の達成策について（第3回）

討議テーマ2 : 新型コロナ第５波を受けての今後の大会開催の有り方について
令和3年10月16日(土)20:00-21:30　 第4回連絡会　ZOOM WEB会議にて　
討議テーマ : Bowls Australiaの選手選考基準資料について学習
　　　　　　　（資料提供は松岡理事）
令和3年12月18日(土)20:00-21:30　 第5回連絡会　ZOOM WEB会議にて　
討議テーマ1 : アジア大会、世界大会出場候補選手の募集要項及び強化

訓練プランについて　

討議テーマ2 : 2022年度U-25大会の開催計画について
令和4年1月22日(土)20:00-21:30　 第6回連絡会　ZOOM WEB会議にて　
討議テーマ1 : 各クラブの新年度の目標、活動計画の情報共有
討議テーマ2 : アジア大会、世界大会出場候補選手の強化訓練プランに

ついて　
令和4年2月19日(土)20:00-21:30　 第7回連絡会　ZOOM WEB会議にて　
討議テーマ1 : 各クラブ等からの情報共有事項の報告
討議テーマ2 : BJ2022年度事業計画（案）について
令和4年3月19日(土)20:00-21:30　 第8回連絡会　ZOOM WEB会議にて　
討議テーマ1 : 日本選手権大会予選ラウンドでの順位決定基準
討議テーマ２ : 2021年度BJ事業報告書（案）について

４）専門部の活動について
＊　BJ本部の専門部組織は、毎年の重点実行テーマを設定して成果の向上を期しているが、一部を除いて、なかなかその機能を十分に発揮するところまで行っていない。これは、専門性を有してリーダーシップを取れる人材がなかなか居ないということが根本的な原因と思われるが、有効な解決策もすぐには見いだせないので、もう少し長い目で継続して行くことにする。
	部名
	タスク
	2021年度の重点実行テーマ（計画）
	2021年度の
実績とその評価
	部員名簿

	総務部

	BJ組織の維持・管理および強化・充実のための企画と実行

	1．中期計画に基づくBJ会員数拡大に向けての総合的企画と調整
2．ガバナンスコード適合性審査への対応
3. ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会およびｱｽﾘｰﾄ委員会等の活動開始
	１．各クラブに、毎年
　10%の会員数増を
目標に組込むこと
を依頼中。
2． 女性理事比率、外
部理事比率目標達
成への道筋付けた。
3． 両委員会規定の
　作成および委員任
命の準備完了。
	(部長）
森　紘一
(部員）

竹内義治
藤川辰美

田原淳子
野口善國

	広報部

	ローンボウルズ愛好者を増やすための普及活動およびローンボウルズの知名度、認知度をアップするための広報活動についての企画と実行
	1．ホームページの充実、Facebookの多用などによる外部発信の強化
2．広報専門家との連携の模索（外部人材の活用）

	１．Facebookへの発信を、英語版も含めて高頻度に発信できた。海外からの
　「いいね」も多い。
２．広報パンフレットを増刷して、関係先等への配布を続行した。
	(部長）
山田　誠
(部員）

黒沢秀行
前林典子
Alex Hendy

來田享子


	事業開発部

	BJの財政基盤を強化する収益源獲得のための企画と実行
	1. 新スポンサー獲得の模索
2. 用具、カーペット斡旋販売による収益源獲得（レク協、リハビリ法人など）
	１．スポンサー候補
　発掘困難。
２．個人会員への用具斡旋例は散発的にあるが、収益源となるような大口受注例はなかった。
	(部長）
小山　潤
(部員）

依田成史
竹内義治
宮崎宗久
松浦美月
吉中康子

	技術・競技部

	日本のローンボウルズの技術レベルをアップするための企画と実行
	1. 日本選手権種目の洗練された進行による参加者拡大の達成
2. クラブ指導層のスキルアップとマナーの向上を目的とした研修の実施
3. 公式審判員資格認定制度の強化推進
	１．新型コロナ第5,6波により日本選手権大会は今年も全面的に中止。
２．競技指向ボウラーのスキルアップをはかる「強化対象選手」訓練プログラムをキックオフした。
　「ナショナル・スカッド制度」に発展させることを目指す。
３．2021年度新規認定8名を達成。
	(部長）
合田純二
(副部長）
坂本紘一
(部員）

松原敬之
安田加津子

長島俊和
旭　吉功
宮崎宗久

藤川辰美


	障がい者LB
部

	障がい者へのローンボウルズの普及拡大をはかるための企画と実行
	1. 障がい者ボウラー人数拡大に向けての活動強化　　　　
2. JPC、IBDとの連携強化
	１．2名の新人を発掘。
　しかし旧人の1名
　が実質リタイアで
　戦力的にはほぼ変わらず。
２．JPSA,JPCとの連携は順調。JADAへの直接加盟も来年から実現する。
	(部長）
児島久雄

(部員）

澤田昭雄
坂本紘一
川本真浩、

森　紘一
松浦美月
山口由美

	国際部
 
	国際的連携を強化するための企画と実行
	1. WMG2021関西大会(2022年度開催)への海外参加者増に向けての活動および大会準備の着実な推進
2. 国際大会での
上位入賞達成
3. WBとの
連携強化
	１．WMG2021関西大会(2022年度開催)は2026年5月（予定）に再延期。
２．2023年8月の世界大会での入賞を目標として「強化対象選手」訓練プログラムをキックオフ
（技術・競技部と協働）。
	(部長）
松岡　緑

(部員）

安田加津子、
吉田利男
合田洋子
Stephen Wedge

	女性・若者部
　留　）
	女性・若者会員の拡大および活動の活発化のための企画と実行
	2021年度は、「女性・若者部」の具体化構想を理事会としてまとめるための準備期間とする。
	U-25大会を2022年度から試行する計画は立てた。
女性会員活性化の具体的な活動内容は未定。
	(部長）未定

(部員）

松原敬之
松原　忍
來田享子
木藤直樹


５）傘下の関東ローンボウルズ協会、関西ローンボウルズ協会活動
４－１）関西ローンボウルズ協会関係
＊　関西協会の2021/2022年度役員は2021年3月に次のとおり決定された。
　　　　　協会会長　　　山田　誠（神戸ボウルズ）

　　　　　協会副会長　　横井幸雄（神戸タッチャーズ）
　　　　　協会事務局長　　児島久雄（兵庫車いすクラブ）
　　　　　　　事務局員　　長島俊和（ALBC）
　　　　　協会総務・会計　中山　章（学園都市ワイズメンズ）
          運営委員　　　　山田　誠（神戸ボウルズ）

　　　　　　　　　　　　　児島久雄、植松博至（兵庫車いすクラブ）
　　　　　　　　　　　　　横井幸雄、宮崎宗久（神戸タッチャーズ）

　　　　　　　　　　　　　合田純二、中山　章（学園都市ワイズ）
　　　　　　　　　　　　　奥田　昭、長島俊和（ALBC）

　　　　　　　　　　　　　倉本宣史、田町智之（甲南ﾛｰﾝﾎﾞｱｰｽﾞ）
                          吉田利男、秋山静司（村人クラブ）

　　　　　　　　　　　　　木藤直樹（愛知ボウルズ）

　　　　　　　　　　　　　小山　潤（LC京都）

　　　　　　　　　　　　　川本真浩、松浦美月（LB高知UC）
＊　運営委員会開催
令和3年4月16日（金）13:00～16:00 明石公園ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ詰所にて

　  関西LB協会総会および第1回運営委員会
➀令和2(2020)年度協会活動報告
➁令和2(2020)年度協会会計報告
 ➂令和2(2020)年度明石公園LB場自主管理会計報告
➃令和3(2021)年度協会新役員紹介

➄令和3(2021)年度協会活動計画の承認

　　　４月、５月は新型コロナ対策で全大会を中止する。

　　　6月6日（日）しあわせの村改修記念大会を開催。
➅令和3(2021)年度協会収支予算書の承認
➆その他報告・連絡事項資料
令和3年5月1日（土）13:00～15:00 明石公園ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ詰所にて

　  関西LB協会臨時運営委員会 
➀SVリーグ関西協会チームの編成について打合わせ
令和3年11月15日（金）20:00-21:00  zoomリモート会議にて

関西LB協会第2回運営委員会開催
　　　　関西LB協会運営委員出席7名、法人本部からの陪席者2名
　                              ①令和4(2022)年度大会日程計画の検討
令和4年2月26日（金）13:00-15:00  zoomリモート会議にて

関西LB協会第3回運営委員会開催
　　　　関西LB協会運営委員出席  名、法人本部からの陪席者  名
　                              ①令和4(2022)年度大会日程計画の確定　　　　　
②全国レクリエーション大会ローンボウルズ大会の計画
　                      ９月１８日（日）明石公園ローンボウルズ場にて

➂U-25大会関西予選会の計画検討

➃SVリーグ大会新年度の計画
➄その他
　　　
＊　関西ローンボウルズ協会が関わった地方競技大会
　➀　Aリーグカップ2021年度大会（個人戦）
　　　　　　　　　　　　　　会場：明石公園ローンボウルズグリーン
                            開催日時：１月以降から12月末までの毎月2回　
日曜日13:00-16:00 （7月～9月は9:00-12:00）
　　　　　　　　　　　　　　結果：　　　　　　　　　緊急事態宣言中は中止
	区分
	順位
	氏名（所属）
	獲得ﾎﾟｲﾝﾄ

	A1
ﾘｰｸﾞ
	1位
	長島俊和（ALBC）
	198

	
	２位
	松本惣一（ALBC）
	171

	
	３位
	小野宦司（ALBC）
	167

	A2

ﾘｰｸﾞ
	1位
	坂本紘一（神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）
	164

	
	２位
	山崎清子（ALBC）
	156

	
	３位
	宮北　茂（神戸ﾎﾞｳﾙｽﾞ）
	153


	区分
	順位
	氏名（所属）
	獲得ﾎﾟｲﾝﾄ

	１日当りの平均獲得

　ポイント
	1位
	西條和子（ALBC）
	12.2

	
	２位
	森　紘一（学園都市ﾜｲｽﾞ）
	11.1

	
	３位
	野上哲男（神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）
	10.7


➁　Mリーグ2021年度大会（個人戦）
　　　　　　　　　　　　　　会場：神戸しあわせの村ローンボウルズグリーン
                            開催日時：4月以降～2022年３月末までの毎月2回　
水、日曜日13:00-16:00  （7月～9月は9:00-12:00）
緊急事態宣言中は中止

　　　　　　　　　　　　　　結果：
	順位
	氏名（所属）
	1ｹﾞｰﾑ当りの獲得ﾎﾟｲﾝﾄ

	1位
	横井幸雄（タッチャーズ）
	6.75  ﾎﾟｲﾝﾄ/ｹﾞｰﾑ

	２位
	丸草佑次〈生涯ｽﾎﾟｰﾂ〉
	6.46

	３位
	米田啓一〈生涯ｽﾎﾟｰﾂ〉
	6.42


➂　SVリーグ2021年度前期、後期大会（クラブ対抗戦）
　　　　　　　　　　　　　　会場：神戸しあわせの村ローンボウルズグリーン
                            開催日時：前期は4月から10月の毎月2回　、

後期は10月から2022年３月の毎月2回
土、日曜日13:00-16:00  （7月～9月は9:00-12:00）
結果：　　　　　　　　　　　　緊急事態宣言中は中止
	前期順位
	チーム名
	獲得ﾎﾟｲﾝﾄ、得失点差

	1位
	関西LB協会
	P=37 

	２位
	学園都市ワイズ　A
	P=32  

	３位
	神戸タッチャーズ　A
	P=29  


	後期順位
	チーム名
	獲得ﾎﾟｲﾝﾄ、得失点差

	1位
	
	

	２位
	
	

	３位
	
	


　➃　しあわせの村グリーン改修記念大会
　　　　　主催：関西ローンボウルズ協会
　　　　　　　　　　　　　　会場：神戸しあわせの村ローンボウルズグリーン
                            開催日時：6月6日（日）9:00-17:00 
　　　　　　　　　　　　　　種目：男女フリートリプルズ戦　20チーム（60名）が参加
　　　　　　　　　　　　　　結果：
	順位
	チーム名(選手名)

	1位
	神戸ﾎﾞｳﾙｽﾞ/LC京都(石田健児、石田博規、小山　潤)

	２位
	神戸ﾎﾞｳﾙｽﾞ　(山根英輝、大杉正樹、宮北　茂)

	３位
	神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ（田中弘一、加茂周治、竹内義治）


➄　明石中央体育会館インドアローンボウルズ春季大会
　　　　　主催：明石市体育協会
　　　　　協力：関西ローンボウルズ協会
　　　　　　　　　　　　　　会場：明石中央体育会館第１体育館
                            開催日時：6月14日（月）9:00-17:00 
                            種目：男女フリートリプルズ戦

　　　　　　　　　　　　　　参加者：６チーム（１８名）

　　　　　　　　　　　　　　結果：
	順位
	選手名（所属クラブ）

	1位
	山根英輝（神戸）、小野叶子（ALBC）、藤川辰美（学園）

	２位
	関口　溜（ALBC）、前林典子（神戸）、合田純二（学園）

	３位
	合田洋子（学園）、田中一与（明石）、関　政美（ALBC）


➅　チャレンジボウル2021大会
　　　　　主催：神戸タッチャーズクラブ
　　　　　　　　　　　　　　会場：神戸しあわせの村ローンボウルズグリーン
                            開催日時：8月22日（日）9:00-14:30 
　　　　　　　　　　　　　　種目：男女フリーペアーズ戦

　　　　　　　　　　　　　　参加者：２０チーム（４０名）

　　　　　　　　　　　　　　結果：
	順位
	チーム名(選手名)

	1位
	神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ(野上京子、西口　明)

	２位
	学園ワイズ（合田純二、藤川辰美）

	３位
	学園/ALBC混成（合田洋子、西條和子）


➆　2021年度春季神戸市長賞大会
　　　　　主催：関西ローンボウルズ協会
　　　　　　　　　　　　　　会場：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
                            開催日時：8月28日（土）　9:00-17:00 
　　　　　　　　　　　　　　種目：男女フリー・トリプルズ戦　4ゲーム実施　
参加者：14チーム（４２名）

結果：
	順位
	チーム名(選手名)

	1位
	ALBC　(関口　、旭　吉功、奥田　昭)

	２位
	神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ (宮崎宗久、野上京子、西口　明)

	３位
	LC京都（田中まち子、島　美里、小山裕木恵）


➇　2021年度初級者ローンボウルズ大会
　　　　　主催：ひょうご生涯スポーツ大会実行委員会
　　　　　主管：関西ローンボウルズ協会
　　　　　　　　　　　　　　会場：神戸しあわせの村ローンボウルズグリーン
                            開催日時：9月12日（土）9:00-15:00 
                            種目：男女フリーペアーズ戦

　　　　　　　　　　　　　　参加者：１０チーム（２０名）

　　　　　　　　　　　　　　結果：
	順位
	チーム名(選手名)

	1位
	神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ (児玉智子、田中弘一)

	２位
	LC京都（島　瑚々奈、島　美里）

	３位
	LC京都（阿比留さゆり、井上博樹）


➈　2021年度秋季神戸市長賞大会
　　　　　主催：関西ローンボウルズ協会
　　　　　　　　　　　　　　会場：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
                            開催日時：10月31日（日）　9:00-17:00 
　　　　　　　　　　　　　　種目：男女フリー・トリプルズ戦　4ゲーム実施　
参加者：16チーム（48名）

結果：
	順位
	チーム名(選手名)

	1位
	LC京都（小山裕木恵、島　美里、小山　潤）

	２位
	学園都市ワイズ (合田洋子、近藤快彦、合田純二)

	３位
	兵庫車いす（木村和暉、植松(寿）、郭　善芳、植松(博)）


 ➉　フレンドシップ・ファイナル大会
　　　　　主催：神戸タッチャーズクラブ
　　　　　　　　　　　　　　会場：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
                            開催日時：11月4日（木）9:00-17:00 
　　　　　　　　　　　　　　種目：男女フリー・ペアーズ戦　　
参加者：12チーム（24名）
結果：
	順位
	チーム名(選手名)

	1位
	神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ(田中弘一、西口明)

	２位
	神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ(中田照男、今給黎順古)

	３位
	学園都市ワイズ (合田洋子、合田純二)


⑪　明石中央体育会館インドアローンボウルズ秋季大会
　　　　　主催：明石市体育協会

　　　　　協力：関西ローンボウルズ協会
　　　　　　　　　　　　　　会場：明石中央体育会館第１体育館
                            開催日時：11月8日（月）9:00-17:00 
                            種目：男女フリートリプルズ戦

　　　　　　　　　　　　　　参加者：６チーム（１８名）

　　　　　　　　　　　　　　結果：
	順位
	選手名（所属クラブ）

	1位
	横井浩子（神戸）、垣内紀子（ALBC）、森　紘一（学園）

	２位
	関口　溜（ALBC）、前林典子（神戸）、合田洋子（学園）

	３位
	植松博至（車いす）、宮北　茂（神戸）、小野叶子（ALBC）


⑫　兵庫県民ふれあい大会ローンボウルズ大会
　　　　　主催：兵庫県生涯スポーツ連合
　　　　　主管：関西ローンボウルズ協会
　　　　　　　　　　　　　　会場：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
                            開催日時：11月21日（月）9:00-16:00 
　　　　　　　　　　　　　　種目：男女フリー・トリプルズ戦　
参加者：12チーム（36名）

結果：
	順位
	選手名（所属クラブ）

	1位
	田中弘一（ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）、林　嘉雄（ｸﾞﾘｰﾝ）、大杉正樹（神戸）

	２位
	関口　溜（ALBC）、八木　寛（KSC）、西口　明（ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）

	３位
	米田啓一（KSC）、竹内義治（ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）、森　紘一（学園ﾜｲｽﾞ）


⑬　明石市総合大会ローンボウルズ秋季大会

　　　　　主催：明石市体育協会
　　　　　主管：関西ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ協会、明石市ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ協会
　　　　　　　　　　　　　　会場：明石公園ローンボウルズグリーン
                            開催日時：12月12日（日）　9:00-17:00 
　　　　　　　　　　　　　　種目：男女フリー・トリプルズ戦　
参加者：14チーム（42名）
結果：
	順位
	チーム名(選手名)

	1位
	ALBC-A (福井加代子、山崎清子、西條和子)

	２位
	ALBC-B (垣内紀子、関口　溜、奥田　昭)

	３位
	LC京都（田中まち子、岡本直樹、ｱﾗﾝ･ﾏｰｼﾞｪﾘｿﾝ）


⑭　２－４－２ペアーズ大会
　　　　　主催：関西ローンボウルズ協会
　　　　　　　　　　　　　　会場：明石公園ローンボウルズグリーン
                            開催日時：2022年3月26日（土）9:00-17:00 
　　　　　　　　　　　　　　種目：男女フリー・ペアーズ戦　

　　　　　　　　　　　　　　参加者：１４チーム（２８名）

　　　　　　　　　　　　　　結果：
	順位
	チーム名(選手名)

	1位
	

	２位
	

	３位
	


＊　BJ本部からの支出金額：関西ローンボウルズ協会活動費用　 25,000円 

　　　　　　　　　　　兵庫県レクリエーション協会年会費　10,000円
　　　　　　　　　　　兵庫県生涯スポーツ連合年会費　　　21,000円
４－２）関東ローンボウルズ協会関係
＊　関東協会の2021/2022年度役員は2021年3月に次のとおり決定された。
協会会長　　　松原敬之（東京ローンボウリングクラブ）
協会副会長　　安田加津子（YC&AC）
協会事務局長　伊藤重光（YLBC）
運営委員　　　黒沢秀行、宮沢二朗（ローンボウルズ東京）
松原敬之、松原和子（東京ローンボウリングクラブ）

松原　忍、首藤暁彦（帝京中学・高校ボウルズクラブ）

斎藤紀治、安田加津子（YC＆AC）

伊藤重光、黒澤俊晴（ヨコハマローンボウルズクラブ）
＊　協会役員会議の開催：
令和3年9月18日（土）17:00～18:00 　zoomリモート会議にて

　  関東LB協会第1回運営委員会　　出席者７名、委任状２名

➀令和3(2021)年度関東選手権大会の中止（新型コロナ感

染防止対策）を決定
                   ②関東地区のアンパイア資格講習会の開催計画の検討
令和4年2月26日（土）17:00～18:00 　zoomリモート会議にて

　  関東LB協会第2回運営委員会　　出席者７名、委任状２名

➀令和4(2022)年度関東地区諸行事の日程計画の立案
      ②その他
＊　行事の実績：
         行事名：YC＆ACサンデーモーニング・シリーズ（フェーズ１）

         主催者：YC＆AC
日時：令和3年5月16日（日）～6月20日（日）
　       開催場所：YC＆AC
　　　   種目：男女フリー・トリプルズ戦
         参加者：6チーム〈18名〉
         結果：
	順位
	選手名

	1位
	本庄　誠、津山幹子、ジェームス・ハガティ

	２位
	安田加津子、伊藤重光、ポール・レオンハート

	３位
	斎藤紀治、濱田早織、荒井由香利


＊　BJ本部からの支出金額：関東協会活動費用　 25,000円 
　　　　　　　　　　　　東京レクリエーション協会年会費　5,000円
＊　今年度も東京、横浜地域の新型コロナウイルスの感染拡大が特に深刻であっ
たため、個人の自主的練習活動以外には何も組織的活動は開催できなかっ
た。
　　
６）ガバナンスコード適合性審査対応
2020年度から正式に、スポーツ庁による「中央競技団体向けガバナンスコー
ド適合性審査制度」がスタートした。毎年1回、自己申告資料をホームページで公開し、4年に1回は調査委員会による審査を受けねばならない、というもので当法人は初年度(2020年度)から早速に審査を受ける対象として選定されたが、
無事に「特段の問題は無しで、適合とする。」の審査結果を受領した。
2021年度は、10月末までに「自己申告資料」を当法人のホームページに公表するだけで終わった。
　　　　　ちなみに2021年度に「適合」の審査結果を受領したのは、日本パラスポーツ協会所属の中央競技団体としては次の10団体であった。
	No.
	団体名

	１
	一般社団法人　日本身体障碍者アーチェリー連盟

	２
	一般社団法人　日本パラ陸上競技連盟

	３
	一般社団法人　日本身体障がい者バドミントン連盟

	４
	一般社団法人　日本ボッチャ協会

	５
	一般社団法人　日本身体障碍者カヌー協会

	６
	一般社団法人　日本パラサイクリング連盟

	７
	日本ろう者ボウリング連合

	８
	一般社団法人　日本ろう者自転車競技協会

	９
	一般社団法人　日本ろう者サッカー協会

	10
	一般社団法人　日本ろう者水泳協会


＊　ガバナンス・コンプライアンス関連　諸活動
1 令和3年4月4日(土)定期総会にて　　　　　
ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽｺｰﾄﾞ適合性審査対応の諸計画、諸規定（下記）を
承認・決定した。
資料5： 2020年度ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽｺｰﾄ適合性審査（様式２）資料
　　　　　　　　 資料6：組織運営に関する中期計画書（2020年12月最終確定版）
　　　　　       資料7： 倫理規定、懲戒規定（2020年12月一部追記版）
　               資料8：コンプライアンス委員会規定（2020年12月一部追記版）
資料9：コンプライアンス教育中期実施計画（2020年12月策定）
　              資料10： 危機管理マニュアル（2020年12月策定）
　              資料11： 役員候補者選考委員会規定　（2020年12月策定）
　              資料12： 寄付金取り扱い規定　（2020年12月策定）
                資料13： 反社会的勢力の対応に関する規定（2020年12月策定）
2 令和3年8月14日(土)臨時理事会にて
 2023年度役員改選期に、女性理事比率40％、外部理事比率を
達成するため、理事推薦の内規を次のとおりに改訂することを承認・決定した。
「構成員総数15名以上の正会員クラブは2名の理事候補者を推薦する。ただし、2名のうち、少なくとも1名は女性とする。14名以下の正会員クラブは1名の理事候補者（男女不問）を推薦する。なお、それでも女性理事比率が40％に達しない場合は、役員候補者推薦委員会が、構成員総数14名以下の正会員クラブあるいは外部からも女性理事候補者を選んで推薦しカバーすることにする。」
上記の関連で、理事総数を現状の24名から若干増やす必要があるため、定款の規定を改定することを承認・決定した。

3 令和3年8月14日(土)臨時総会にて
定款規定第13条第（１）項を次のように改訂する事を承認・決定
（従来の定款）　理事の人数は15名以上25名以内とする。
（定款の改訂案）理事の人数は15名以上30名以内とする。
4 令和3年9月19日(日)第2回定期理事会にて
コンプライアンス委員会の委員の異動を承認・決定した。
	区分
	2020.4理事会で選任
	2021.4理事会で選任
	2021.9.理事会で選任

	委員長
	山田　誠（当時会長）
	　同左
	森　紘一（現会長）

	副委員長
	森　紘一（当時理事）
	　同左
	山田　誠（現理事）

	外部有識者
	未定
	野口善國（外部理事）
	　同左

	女性委員
	　未定
	田原淳子（外部理事）
	　同左


5 令和3年11月28日(日) 第3回定期理事会にて　
第4号議案　2022年4月理事会での理事・監事候補者を事
前検討する「役員候補者選考委員」の指名を承認
森会長、児島理事長、安田副理事長、
合田副理事長の4名

第5号議案 アスリート委員会規定の新規設定の承認

第7号議案　2021年度ガバナンスコード適合性自己申告
資料の承認
6 令和3年11月26日(日) 18:00-19:30 zoomによるリモート・セミナーで下記の研修会を受講
名称：中央競技団体向けコンプライアンス研修会(その１)
主催者：日本スポーツ振興センター（JSC）
講師：大橋　卓　弁護士
内容：中央競技団体役員に課せられている役割、責務、
リスクマネジメントについて
受講者：当法人の理事全員
7 令和4年1月28日(日) 18:00-19:00 zoomによるリモート・セミナーで下記の研修会を受講
名称：中央競技団体向けコンプライアンス研修会（その２）
主催者：日本スポーツ振興センター（JSC）
講師：有限責任監査法人トーマツ　時澤和豊　氏
　　　デトロイト・トーマツ・ファイナンシャル・アドバイザリー合同会社　　星崎　慎　氏
内容：利益相反管理について
受講者：森会長、藤川事務局長、竹内会計
世界ボウルズ機構(World Bowls Ltd)との連帯事業
（１）国際大会への参加など
１）ナショナルチーム派遣型大会

＊　今年度も新型コロナウイルスによる世界的なパンデミックの影響で国際的選手権大会は開催されなかった。
２）希望者参加型大会

＊　上記と同じ事情で、海外への遠征も皆無であった。
（２）外国選手が来日しての国内交流イベントの開催
＊　今年も世界的なパンデミックの影響で、海外からの来客は皆無であった。
　　また、2021年5月に開催予定であったワールドマスターズ・ゲームズ2021関西ローンボウルズ大会（オープン種目）は、これも新型コロナウイルス感染対策により1年延期されて、2022年5月13日から29日（日）での開催となった〈2020年11月に決定〉が、さらに新型コロナウイルス感染が全世界的に継続していることから、2021年10月にはこれを2026年5月まで大幅に延期することが決定された。
　　このため2021年11月28日(日) 開催の第3回定期理事会にて、2022年10月28日から30日まで神戸しあわせの村ローンボウルズ場にて第7回ジャパンオープン国際大会　兼　ワールドマスターズゲームズ2026関西リハーサル大会（主催：ローンボウルズ日本、共催：WMG関西兵庫県実行委員会）を開催することを計画した。
　　今期の関連する実施事項は以下の通りであった。
　　　　　　➀　2021年5月20日（火）13:00–15:00 WMG2022関西ローンボウルズ大
会に関する2021年度第1回実行委員会開催（ZOOM WEB会議）
　　　　　　　　　　議題1：競技日程、競技実施要項の再確認

➁　7月19日（土）13:30 – 15:00 第2回実行委員会　　
　　　　場所：明石公園西会議室

　　　　　　　　　　議題1：国内選手の再募集について
➂　8月21日（土）13:00 – 15:00 第3回実行委員会　　
　　　　場所：明石公園西会議室

　　　　　　　　　　議題1：今後の予定について
１　国内参加選手の募集締め切り　12月31日
2  海外選手の参加再募集　　時期は検討中
3   toto助成金申請書呈出　　2022年1月10日までに
➃　9月20日（土）13:30 – 15:00 第4回実行委員会（ZOOM WEB会議）

　　　　　　　　　　議題1：総務グループ、障がい者グループからの進捗状況報告
　　　　　　➄　10月26日（火）WMG2022関西本部組織委員会総会において
　　　　　　　　　　2022年5月開催の予定を、更に2026年5月（予定）まで再延期す
ることが正式決定された。
これを受けて、このことをこれまでにエントリーのあった海外チー
ムやWorld BowlsやBowls Asiaなどにメールで連絡した。    
　➅　11月28日（日）13:00–15:00 第3回BJ定期理事会（zoom web会議）
2022年10月28日から30日まで神戸しあわせの村ローンボウルズ
場にて第7回ジャパンオープン国際大会　兼　ワールドマスターズ
ゲームズ2026関西リハーサル大会（主催：ローンボウルズ日本、共
催：WMG関西兵庫県実行委員会）を開催することを承認、決定した。
　➆　2022年3月4日（水）14:00–15:30 　

WMG兵庫県実行委員会 第14回　合同連絡会
場所：ひょうご共済会館　5階　ツツジ
出席：森、児島、合田、藤川
議題：１．県実行委員会令和4年度予算案について
　　　２．WMG冠称等の機運醸成事業について
　　　３．事務連絡
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